
第３回幼保小連携カリキュラム開発委員会全体会の概要 

 

１ 日 時 平成２５年９月３日（火）  午後２時から４時３０分 

 

２ 会 場 中部総合事務所 Ｂ棟入札室他 

 

３ 参加者 開発委員１７名  

 

４ 協 議 ・幼保小連携カリキュラムについて  ・活動事例について 

 

５ 協議の概要 

①幼保小連携カリキュラムについて  

・カリキュラムの様式 

  ０、１、２歳・・・その年齢の最終時点での「めざす子どもの姿」を表すものとす

る。 

  ３、４、５歳・・・各期（Ⅰ～Ⅳ期）のそれぞれの「めざす子どもの姿」を表すも

のとする。 

  接続期・・・・・・１年生前半を４月から５月までと６月から７月までに分け、「め

ざす子どもの姿」を表すものとする。 

・カリキュラムの内容 

  細かすぎるものでなく、各園で生かせるものとするために、一般的なもので、簡単

に表現する。 

   

②活動事例について 

・より分かりやすいもの、活用しやすいものとするため再度検討した結果、様式を変更

する。 

・視点に沿って「幼児の様子」「環境の構成」「教師の支援」の３点についてポイントを

絞って、簡潔に書く。 

 

 ③その他 

・今後、開発委員と事務局とのカリキュラムのやりとり（２回）を通して、最終案を仕

上げていく。 

 

《質疑応答》  

Ｑ：幼保小連携カリキュラムは完成後、どのように活用する予定か。 

Ａ：県内の全幼稚園、保育所、小学校、市町村教育委員会、保育担当課に配布予定。 

  各幼稚園・保育所・認定こども園の教育課程、年間指導計画の内容が「幼保小連携



カリキュラム」に示されている「めざす子どもの姿」へつながっているか、検討し

てほしい。この「幼保小連携カリキュラム」を教育課程に反映していただきたい。 


